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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月17日(2013.1.17)

【公表番号】特表2012-511563(P2012-511563A)
【公表日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2011-540218(P2011-540218)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4545   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/496    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/12    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4545  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/496   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月20日(2012.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物

【化１】

［ここで、Ｒ１はヒドロキシル基により場合によっては置換されているＣ１－６アルキル
であり；
Ｒ２はＨ、若しくはヒドロキシル基により場合によっては置換されているＣ１－６アルキ
ルであり；
Ｒ３はＨであり；
Ａｒはナフチル若しくはフェニル環であり、そのいずれも、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６

アルコキシ、アミノ、Ｃ１－４モノ若しくはジアルキルアミノから独立に選択される１個
若しくはそれ以上（例えば１若しくは２個）の基により場合によっては置換されているこ
とができ；
Ｘは、ピリジンまたはピリミジンであり；
Ｑは
ａ）飽和若しくは不飽和、分枝状若しくは非分枝状Ｃ１－１０アルキル鎖であって、ここ
で最低１個の炭素（例えば１、２若しくは３個の炭素、適しては１若しくは２個、とりわ
け１個の炭素）がＯ、Ｎ、Ｓ（Ｏ）ｐから選択されるヘテロ原子により置換されており、
前記鎖は、オキソ、ハロゲン、アリール基、ヘテロアリール基、ヘテロシクリル基若しく
はＣ３－８シクロアルキル基から独立に選択される１個若しくはそれ以上の基（例えば１
、２若しくは３個の基）により場合によっては置換されており、
各アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル若しくはＣ３－８シクロアルキル基は、ハ
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ロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルキル
、アミノ、Ｃ１－４モノ若しくはジアルキルアミノ、Ｃ１－４モノ若しくはジアシルアミ
ノ、Ｓ（Ｏ）ｑＣ１－６アルキル、Ｃ０－６アルキルＣ（Ｏ）Ｃ１－６アルキルまたはＣ

０－６アルキルＣ（Ｏ）Ｃ１－６ヘテロアルキルから選択される０ないし３置換基を持つ
が、
但し、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）－中のカルボニルに直接結合されている原子は酸素若しくはイオ
ウ原子でなく；ならびに
ｂ）Ｃ０－８アルキル複素環であって、前記ヘテロシクリル基は、Ｏ、ＮおよびＳから選
択される最低１個のヘテロ原子（例えば１、２若しくは３個、適しては１若しくは２個、
とりわけ１個のヘテロ原子）を含んでなり、かつ、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１－６ア
ルキル、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、アミノ、Ｃ１－４モノおよびジア
ルキルアミノ、Ｃ１－４モノ若しくはジアシルアミノ、Ｓ（Ｏ）ｑＣ１－６アルキル、Ｃ

０－６アルキルＣ（Ｏ）Ｃ１－６アルキルまたはＣ０－６アルキルＣ（Ｏ）Ｃ１－６ヘテ
ロアルキルから独立に選択される１、２若しくは３個の基により場合によっては置換され
ており、
から選択され；ならびに
ｐは０、１若しくは２であり；
ｑは０、１若しくは２である］
そのあらゆる立体異性体、互変異性体および同位元素誘導体を包含するその製薬学的に許
容できる塩。
【請求項２】
　Ａｒがナフチルである、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１がｔｅｒｔ－ブチルである、請求項１若しくは２に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　Ｒ２がメチルである、請求項１ないし３のいずれか１つに記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項５】
　Ｒ２がパラ位にある、請求項１ないし４のいずれか１つに記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項６】
　ＮＲ３Ｃ（Ｏ）Ｑが、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＣＨ２ＯＣ１－６アルキル、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）
ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）２ＯＣＨ３、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＣＨ（ＣＨ３）ＯＣＨ３、－ＮＲ３Ｃ
（Ｏ）ＣＨ２ＮＨＣＨ３、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＣＨ２ＮＨＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３、－ＮＲ３

Ｃ（Ｏ）ＣＨ２ＳＣＨ３、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＣＨ２Ｓ（Ｏ）２

ＣＨ３、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１－７アルキル、－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１－４アルキ
ル）Ｃ１－５アルキル、および－ＮＲ３Ｃ（Ｏ）ＣＨＮ［（ＣＨ２）２ＯＣＨ３］２から
選択される、請求項１ないし５のいずれか１つに記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項７】
　ＮＲ３Ｃ（Ｏ）Ｑが、－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ２ＯＣＨ３；－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ２Ｏ（ＣＨ

２）２ＯＣＨ３；－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ（ＣＨ３）ＯＣＨ３；－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ２ＮＨＣ
Ｈ３；－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ２ＮＨ（ＣＨ２）２ＯＣＨ３、－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ２ＳＣＨ３

；－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ２；－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨ２Ｓ（Ｏ）２ＣＨ３；－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ
ＣＨ３；－ＮＨＣ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２；および－ＮＨＣ（Ｏ）ＣＨＮ［（ＣＨ２）２Ｏ
ＣＨ３］２から選択される、請求項６に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項８】
　化合物が、式（ＩＡ）：
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【化２】

のもの、またはそのあらゆる立体異性体および互変異性体を包含するその製薬学的に許容
できる塩若しくは溶媒和物である、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項９】
　化合物が、式（ＩＢ）：

【化３】

のもの、またはそのあらゆる立体異性体および互変異性体を包含するその製薬学的に許容
できる塩若しくは溶媒和物である、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１０】
　化合物が、式（ＩＣ）：

【化４】

ここで、Ｒ１、Ｒ２、ＡｒおよびＲ３は請求項１で定義されたとおりであり、ならびに
Ｚは、最低１個の炭素（例えば１、２若しくは３個の炭素、適しては１若しくは２個、と
りわけ１個）がＯ、Ｎ、Ｓ（Ｏ）ｐから選択されるヘテロ原子により置換されている飽和
若しくは不飽和、分枝状若しくは非分枝状Ｃ１－９アルキル鎖、または
Ｃ０－７アルキルＣ５－６複素環であって、前記ヘテロシクリル基は、Ｏ、ＮおよびＳか
ら選択される最低１個のヘテロ原子（例えば１、２若しくは３個、適しては１若しくは２
個、とりわけ１個のヘテロ原子）を含んでなり、かつ、ハロゲン、Ｃ１－６アルキル、Ｃ

１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、アミノ、Ｃ１－４モノおよびジアルキルアミ
ノから独立に選択される１若しくは２若しくは３個の基により場合によっては置換されて
いる、
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を表す、
のもの、またはそのあらゆる立体異性体および互変異性体を包含するその製薬学的に許容
できる塩若しくは溶媒和物である、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１１】
　化合物が、式（ＩＤ）：
【化５】

ここでＲ１、Ｒ２、ＡｒおよびＲ３は請求項１で定義されたとおりであり、ならびに
Ｒ４およびＲ５は水素、Ｃ１－６アルキルを独立に表すか、または
Ｒ４およびＲ５は、それらが結合されている窒素と一緒になって、Ｏ、ＮおよびＳから選
択されるさらなる１個のヘテロ原子を場合によっては含んでなる５若しくは６員複素環を
表し、前記複素環は、ハロゲン、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロ
アルキル、アミノ、Ｃ１－４モノおよびジアルキルアミノから独立に選択される１若しく
は２若しくは３個の基により場合によっては置換されている、
のもの、またはそのあらゆる立体異性体および互変異性体を包含するその製薬学的に許容
できる塩若しくは溶媒和物であるか、または、
　化合物が、式（ＩＥ）
【化６】

ここでＲ１、Ｒ２、ＡｒおよびＲ３は請求項１で定義されたとおりであり、ならびに
ＨｅｔはＣ５－６複素環を表し、前記ヘテロシクリル基はＯ、ＮおよびＳから選択される
最低１個のヘテロ原子（例えば１、２若しくは３個、適しては１若しくは２個、とりわけ
１個のヘテロ原子）を含んでなり、かつ、ハロゲン、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコ
キシ、Ｃ１－６ハロアルキル、アミノ、Ｃ１－４モノおよびジアルキルアミノから独立に
選択される１若しくは２若しくは３個の基により場合によっては置換されている、
のもの、またはそのあらゆる立体異性体および互変異性体を包含するその製薬学的に許容
できる塩若しくは溶媒和物である、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１２】
　化合物が、
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－（２－メ
トキシエトキシ）アセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）テトラヒドロ－
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２Ｈ－ピラン－４－カルボキサミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－（メチル
チオ）アセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－３－メトキシ
プロパンアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－ヒドロキ
シアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－イソプロピル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イ
ル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシアセ
トアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－エチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウ
レイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシアセトアミ
ド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシ
アセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－（１－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－２－イル）－１
－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピ
リジン－２－イル）－２－メトキシアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－（２，３，５，６－テトラジュー
テロ－４－（トリジューテロメチル）フェニル）－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド
）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－モルホリ
ノアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－（ジメチルア
ミノ）アセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－（２－メ
トキシエチルアミノ）アセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－ウレイド
アセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－（２－メ
トキシアセトアミド）アセトアミド；
Ｎ－（２－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イルアミノ）－
２－オキソエチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－カルボキサミド；
Ｎ－（２－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イルアミノ）－
２－オキソエチル）イソニコチンアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－２－（２－（
メチルスルホニル）アセトアミド）アセトアミド；
Ｎ－（２－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
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ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イルアミノ）－
２－オキソエチル）－３－モルホリノプロパンアミド；
Ｎ－（２－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イルアミノ）－
２－オキソエチル）モルホリン－４－カルボキサミド；
Ｎ－（２－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イルアミノ）－
２－オキソエチル）－２，６－ジフルオロ－３－（２－（２－メトキシエトキシ）エトキ
シ）ベンズアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）フェノキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）－２－メチルフェノキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシアセ
トアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）－３－メチルフェノキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシアセ
トアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシア
セトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）－２，３－ジメチルフェノキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキ
シアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）－３－メトキシフェノキシ）ピリジン－２－イル）－２－メトキシア
セトアミド；
Ｎ－エチル－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－
ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル尿素
；
４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル
）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル尿素；
Ｎ－プロパン－２－イル－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－ト
リル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－
２－イル尿素；
１－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）－
３－（４－（（２－（３－フェニルウレイド）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン
－１－イル）尿素；
１－（４－（（２－（３－ベンジルウレイド）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン
－１－イル）－３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピラゾル
－５－イル）尿素；
１－（４－（（２－（３－シクロプロピルウレイド）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフ
タレン－１－イル）－３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピ
ラゾル－５－イル）尿素；
１－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）－
３－（４－（（２－（３－（２－メトキシエチル）ウレイド）ピリジン－４－イル）オキ
シ）ナフタレン－１－イル）尿素；
１－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）－
３－（４－（（２－（３－シクロペンチル）ウレイド）ピリジン－４－イル）オキシ）ナ
フタレン－１－イル）尿素；
１－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）－
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３－（４－（（２－（３－メチル）ウレイド）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン
－１－イル）尿素；
２－（３－（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１
Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イ
ル）ウレイド）酢酸エチル；
４－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド
）ピペリジン；
Ｎ－アセチル４－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－
１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イ
ル）ウレイド）ピペリジン；
２－（２－メトキシエトキシ）－１－（４－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－
ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イル
オキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド）ピペリジン－１－イル）エタノン；
Ｎ－メチルスルホニル－４－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ
－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジ
ン－２－イル）ウレイド）ピペリジン；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）モルホリン－４
－カルボキサミド；
Ｎ－（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピ
ラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）－
４－メチルピペラジン－１－カルボキサミド；
３－（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピ
ラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）－
１，１－ジメチル尿素；
Ｎ－（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（ｐ－トリル）－１Ｈ－ピ
ラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）ピ
ペリジン－１－カルボキサミド；
Ｎ－メチル－Ｎ－（２－（モルホリン－４－イル）エチル）－Ｎ’－４－（４－（３－（
３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタ
レン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル尿素；
Ｎ－（４－（モルホリン－４－イル）ブチル）－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ
－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イ
ルオキシ）ピリジン－２－イル尿素；
Ｎ－（２－（モルホリン－４－イル）エチル）－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ
－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イ
ルオキシ）ピリジン－２－イル尿素；
Ｎ－（３－メチルイソキサゾル－５－イル）メチル－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１
－イルオキシ）ピリジン－２－イル尿素；
Ｎ－（１－メチル）ピペリジン－４－イル－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブ
チル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオ
キシ）ピリジン－２－イル尿素；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－４－ヒドロキ
シピペリジン－１－カルボキサミド；
Ｎ－（３－（イミダゾル－１－イル）プロピル）－Ｎ’－４－（４－（３－（３－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－
イルオキシ）ピリジン－２－イル尿素；
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Ｎ－（２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－
ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウ
レイド）アセチル）ピロリジン；
（Ｒ）－Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラ
ゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）－３－
（ジメチルアミノ）ピロリジン－１－カルボキサミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ピロリジン－１
－カルボキサミド；
２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド
）－Ｎ－メチルアセトアミド；
２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド
）－Ｎ－（２－モルホリノエチル）アセトアミド；
２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド
）アセチルモルホリン；
２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド
）－Ｎ－（２－（ピリジン－４－イル）エチル）アセトアミド；
Ｎ－（３－（１Ｈ－イミダゾル－１－イル）プロピル）－２－（３－（４－（４－（３－
（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフ
タレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド）アセトアミド；
１－（２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－
ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウ
レイド）アセチル）－４－メチルピペラジン；
Ｎ－（３－（１Ｈ－イミダゾル－１－イル）プロピル）－２－（３－（４－（４－（３－
（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフ
タレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド）アセトアミド；
Ｎ－（６－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－４－イル）－２－メトキ
シアセトアミド；
Ｎ－（６－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）フェノキシ）ピリミジン－４－イル）－２－メトキシアセトアミド；
Ｎ－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－２－イル）－２－メトキ
シアセトアミド；
３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－２－イル）尿素；
１－メチル－３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－
ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－２－イル）
尿素；
１，１－ジメチル－３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－
１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－２－
イル）尿素；
１－シクロプロピル－３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル
－１Ｈ－ピラゾル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－２
－イル）尿素；
（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５－イ
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ル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－２－イル）モルホリン－４－
カルボキサミド；
３－（６－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾル－５
－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリミジン－４－イル）尿素；および
２－（３－（４－（４－（３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ｐ－トリル－１Ｈ－ピラゾ
ル－５－イル）ウレイド）ナフタレン－１－イルオキシ）ピリジン－２－イル）ウレイド
）酢酸、から成るリストから選択される請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物、または、
それらのあらゆる立体異性体、互変異性体および同位元素誘導体を包含するそれらのいず
れか１種の製薬学的に許容できる塩。
【請求項１３】
　１種若しくはそれ以上の製薬学的に許容できる希釈剤若しくは担体とともに請求項１な
いし１２のいずれか１つに記載の化合物を含んでなる製薬学的組成物。
【請求項１４】
　医薬品としての使用のための請求項１ないし１２のいずれか１つに記載の式（Ｉ）の化
合物。
【請求項１５】
　ＣＯＰＤ（慢性気管支炎および肺気腫を包含する）、喘息、小児喘息、嚢胞性線維症、
サルコイドーシス、特発性肺線維症、アレルギー性鼻炎、鼻炎、副鼻腔炎、
アレルギー性結膜炎、結膜炎、アレルギー性皮膚炎、接触皮膚炎、乾癬、潰瘍性大腸炎、
関節リウマチ若しくは変形性関節症に二次的な炎症を起こした関節、
関節リウマチ、膵炎、悪液質、非小細胞肺癌、乳癌、胃癌、結腸直腸癌および悪性黒色腫
を包含する腫瘍の増殖および転移の阻害
から選択される状態の処置若しくは予防における使用のための請求項１ないし１２のいず
れか１つに記載の式（Ｉ）の化合物若しくは請求項１３に記載の組成物。
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